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今
年
も
新
入
生
が
入
っ
て

く
る
。
学
生
に
と
っ
て
は
ク

ラ
ブ
へ
の
勧
誘
が
一
大
行
事

で
あ
る
。
そ
れ
は
チ
ー
ム
の

存
続
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
私
は
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
通
称
ア

メ
フ
ト
部
）
に
所
属
し
て
い

た
。
11
人
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ

で
、
オ
フ
ェ
ン
ス
と
デ
ィ
フ

ェ
ン
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
人
数
が

必
要
な
の
で
、
30
人
程
度
い

な
い
と
チ
ー
ム
が
成
り
立
た

な
い
。
１
学
年
５
人
は
欲
し

い
と
こ
ろ
だ
。

　

ア
メ
フ
ト
部
は
64
回
生
の

渡
辺
真
純
さ
ん
が
創
設
し
た

チ
ー
ム
で
、
当
初
は
医
学
部

生
だ
け
が
チ
ー
ム
に
所
属
し

て
い
た
。
今
で
は
、
看
護
医

療
学
部
、
薬
学
部
を
加
え
、

い
わ
ゆ
る
全
塾
ア
メ
フ
ト
部

ユ
ニ
コ
ー
ン
ズ
の
弟
分
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。
医
看
薬

の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｍ
Ｎ

Ｐ
。
ユ
ニ
コ
ー
ン
ズ
Ｍ
Ｎ
Ｐ

が
正
式
な
チ
ー
ム
の
愛
称
に

な
る
。

　

学
生
に
い
つ
も
言
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
医
学
部
生

が
こ
れ
ほ
ど
運
動
系
の
ク
ラ

ブ
活
動
に
専
念
す
る
国
は
日

本
以
外
に
な
い
。
ア
メ
リ
カ

で
あ
れ
ば
医
学
部
に
入
る
前

の
カ
レ
ッ
ジ
４
年
間
で
ク
ラ

ブ
活
動
に
汗
を
流
し
、
医
学

部
４
年
間
で
は
ひ
た
す
ら
勉

強
を
す
る
。
日
本
の
ケ
ー
ス

は
非
常
に
珍
し
い
か
ら
ト
コ

ト
ン
や
れ
と
言
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
珍
し
い
ケ
ー

ス
も
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
て

い
る
。
他
校
の
ア
メ
フ
ト
部

が
人
数
不
足
で
活
動
停
止
に

追
い
や
ら
れ
て
い
る
。
授
業

が
終
わ
っ
て
か
ら
、
あ
れ
だ

け
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

の
は
よ
く
考
え
て
み
る
と
凄

い
こ
と
で
あ
る
。
何
よ
り
も

ア
メ
フ
ト
は
痛
い
。
新
入
生

に
は
「
鍛
え
れ
ば
怪
我
も
し

な
い
し
痛
く
な
い
か
ら
大
丈

夫
」
と
い
う
も
の
の
、
相
当

痛
い
。
コ
ン
タ
ク
ト
系
の
ク

ラ
ブ
が
医
学
部
に
あ
り
存
続

し
続
け
て
い
る
の
は
本
当
に

凄
い
こ
と
だ
。
し
か
も
慶
應

に
限
っ
て
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が

無
い
の
に
、
で
あ
る
。

　

新
入
生
は
良
い
ク
ラ
ブ
に

出
会
っ
て
欲
し
い
。
上
級
生

も
必
死
に
な
っ
て
ピ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
を
つ
か
ま
え
て
ほ

し
い
。
ど
の
ク
ラ
ブ
も
素
晴

ら
し
く
、
伝
統
が
あ
る
。
学

問
、
部
活
に
ト
コ
ト
ン
打
ち

込
ん
で
、
さ
す
が
慶
應
、
さ

す
が
慶
應
の
学
生
と
い
わ
れ

る
6
年
間
を
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
。

（
精
神
・
神
経
科
学
教
室

�

田
中
謙
二　

76
回
）

平成30年度 入学式
医
学
部
１
１
４
名
が
入
学

我々99回生は、
医師を目指した初心を胸に刻み、
誠心誠意、患者さんに向き合い、
信頼される医師たる品格を持つことを誓
います。
心身共に鍛錬を重ね、
目の前の患者さんのため、まだ見ぬ患者
さんのため
日々努力を続けることを誓います。
積極的な自学自習により、
日本・世界をリードする医師・研究者に
なることを誓います。

99回生 誓いの言葉

決
意
も
新
た
に
、

医
療
の
世
界
へ
踏
み
出
す

第
13
回 

白
衣
式

　

２
０
１
６
年
３
月
よ
り
２

年
間
に
渡
り
進
め
ら
れ
て
き

た
慶
應
義
塾
大
学
病
院
新
病

院
棟
（
１
号
館
）
２
期
棟
の

建
築
工
事
が
い
よ
い
よ
完
了

し
、
設
計
施
工
を
担
当
し
た

竹
中
工
務
店
か
ら
慶
應
義
塾

に
建
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
。

２
０
１
８
年
３
月
20
日
に
行

わ
れ
た
竣
工
引
き
渡
し
式
に

は
慶
應
義
塾
側
か
ら
北
川
病

院
長
、
渡
辺
新
病
院
棟
開
設

準
備
室
長
や
塾
管
財
部
長
な

ど
が
出
席
し
、
建
物
の
巡
回

検
査
に
引
き
続
き
、
書
類
の

交
換
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

竣
工
引
き
渡
し
後
は
慶
應

義
塾
が
直
接
行
う
工
事
や
、

什
器
・
機
器
備
品
の
搬
入
設

置
が
行
わ
れ
る
。

　

４
月
21
日
に
は
義
塾
・
病

院
に
よ
る
竣
工
式
と
施
設
見

学
会
が
開
催
さ
れ
、
い
よ
い

よ
４
月
28
日
か
ら
病
院
各
部

門
の
移
転
作
業
が
始
ま
る
予

定
で
あ
る
。
特
に
５
月
の
連

休
中
に
行
わ
れ
る
入
院
患
者

さ
ん
の
1
号
館
へ
の
移
送
は

移
転
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
重

要
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
安
全

安
心
な
移
送
を
行
う
た
め
に

移
転
を
担
当
す
る
日
本
通
運

と
病
院
側
と
で
綿
密
な
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
そ
の
日
に
備

え
て
い
る
。

　

外
来
診
療
部
門
を
は
じ
め

検
査
・
手
術
部
門
な
ど
は
５

月
７
日
（
月
）
の
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
か
ら
本
格
稼
働
の

予
定
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
移
転
作
業

に
伴
い
５
月
１
、
２
日
は
病

院
の
臨
時
休
診
日
と
な
っ
て

お
り
、
三
四
会
員
の
先
生
方

に
は
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
新
病
院
棟
開
設
準
備
室

�

渡
辺
真
純　

64
回
）

5
月
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

竣
工
引
き
渡
し
が
完
了

東
校
舎
側
か
ら
見
た
新
病
院
棟

２
０
１
８
年
3
月
の
信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
航
空
写
真

竣
工
引
き
渡
し
式

新病院棟

第115回慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー
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慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

は
、
創
設
以
来
１
０
０
年
に

わ
た
り
、
日
本
の
医
学
医
療

を
先
導
し
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
新
た
な
歩
み

を
始
め
る
本
年
に
は
、
待
ち

に
待
っ
た
新
病
院
棟
が
開
院

す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
際
保
健
の
分
野
に
目

を
転
じ
て
み
る
と
、
今
年
は

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の
提
唱

か
ら
40
年
の
年
で
あ
り
、
よ

り
健
康
な
世
界
の
構
築
に
向

け
て
の
機
運
が
高
ま
る
年
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

新
た
な
息
吹
に
満
ち
あ
ふ
れ

た
年
に
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）で
は
、西
太
平
洋
地
域

で
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
確
立
す
る
た
め
の
選
挙
が

10
月
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

度
、
私
、
葛
西　

健
（
か
さ

い　

た
け
し
）は
、日
本
国
政

府
の
ご
推
挙
に
よ
り
立
候
補

す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

は
、
本
部
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
）

と
６
つ
の
地
域
事
務

局
か
ら
構
成
さ
れ
、

日
本
が
属
す
る
西
太

平
洋
地
域
事
務
局
は

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ

ラ
に
置
か
れ
、
そ
の

長
で
あ
る
地
域
事
務
局
長
は

域
内
の
国
等
に
よ
り
選
挙
で

選
ば
れ
、
大
き
な
権
限
と
自

律
性
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
は
、
日
・
中

・
韓
・
豪
か
ら
島
嶼
国
ま
で

37
の
国
・
地
域
が
あ
り
、
19

億
の
人
口
を
擁
し
ま
す
。
健

康
長
寿
大
国
で
あ
り
、
Ｇ
７

や
Ｇ
20
の
場
で
国
際
保
健
を

主
唱
し
て
い
る
我
が
国
は
、

特
別
な
関
心
と
責
任
を
有
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
抱
負

の
一
端
と
し
て
、
重
点
的
に

取
り
組
み
た
い
こ
と
を
３
点

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
が
、
感
染
症

を
中
心
と
し
た
健
康
危
機
管

理
で
す
。
直
近
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
４
回

の
う
ち
３
回
が
ア
ジ
ア
か
ら

起
き
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
は
感
染
症
の
震
源
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
控
え
た
我
が
国
に
と

っ
て
、
本
件
は
焦
眉
の
課
題

で
あ
り
、
ペ
ス
ト
が
猖
獗
を

極
め
る
香
港
に
乗
り
込
み
指

導
を
さ
れ
た
北
里
柴
三
郎
先

生
の
姿
を
胸
に
、
し
っ
か
り

対
応
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
高
齢
化
と
非
感
染
症

対
策
で
す
。
ア
ジ
ア
諸
国
の

高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
極
め

て
速
く
、
既
に
超
少
子
高
齢

化
社
会
を
迎
え
て
い
る
我
が

国
の
経
験
・
技
術
・
医
薬
品
な

ど
へ
の
期
待
は
大
き
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
に
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
地
域
事
務
局
長
選
挙
に
立
候
補
へ

 

葛
西 　

健（
69
回
）

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

西
太
平
洋
地
域
事
務
局
次
長

（
兼
総
括
事
業
管
理
部
長
）

　

Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
産
学
医
連
携
に

お
け
る
「
幹
細
胞
生
物
学
と

細
胞
医
療
」
の
取
り
組
み

は
、
小
さ
な
臓
器
「
オ
ル
ガ

ノ
イ
ド
」
に
着
目
し
、
そ
の

技
術
開
発
と
実
用
化
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

　

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
は
じ
め
と

し
た
幹
細
胞
活
用
の
２
本
柱

と
い
え
ば
、〝
移
植
医
療
”

と
〝
創
薬
研
究
”
と
い
え

る
。
本
学
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
幹
細
胞
の
顕
著
な
研

究
業
績
を
数
多
く
報
告
し
て

お
り
、
神
経
・
心
臓
・
筋
肉

・
腸
管
・
皮
膚
な
ど
、
ま
さ

に
全
身
に
至
る
細
胞
の
分
化

誘
導
技
術
を
進
歩
さ
せ
て
き

た
。
さ
ら
に
、
シ
ャ
ー
レ
内

に
お
い
て
、
病
変
や
損
傷
組

織
に
対
し
て
移
植
可
能
な
細

胞
を
調
製
し
た
り
、
疾
患
患

者
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の
体
細

胞
か
ら
病
態
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

発
見
と
創
薬
を
目
指
し
た
研

究
も
盛
ん
だ
。

　

さ
て
、
従
来
の
幹
細
胞
分

化
培
養
技
術
は
、
特
定
細
胞

を
標
的
と
し
た
強
制
的
な
培

養
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
実
際
に
出
来
上
が
っ
た

細
胞
が
２
次
元
培
養
下
の
シ

ャ
ー
レ
の
中
で
臓
器
の
よ
う

に
ふ
る
ま
う
こ
と
は
な
か
っ

た
。「
領
域
２
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
３
次
元
培
養
技
術

と
細
胞
の
自
己
組
織
化
能
を

駆
使
し
て
、
ま
さ
に
実
際
の

臓
器
を
模
し
た
機
能
的
細
胞

集
団
を
作
り
出
し
、
社
会
実

装
す
る
か
た
ち
で
医
療
・
科

学
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
Ａ

Ｄ
）
を
例
に
挙
げ
よ
う
。
Ａ

Ｄ
は
国
内
外
で
産
学
問
わ
ず

非
常
に
多
く
の
研
究
者
が
日

々
粉
骨
砕
身
し
て
い
る
。
Ａ

Ｄ
研
究
の
難
し
さ
と
し
て
、

そ
の
病
態
が
マ
ウ
ス
等
の
脳

で
は
再
現
困
難
な
側
面
が
数

多
く
あ
る
点
、
ま
た
患
者
や

予
備
群
の
人
の
生
き
た
脳
へ

の
侵
襲
的
な
ア
ク
セ
ス
は
ほ

ぼ
不
可
能
で
あ
る
点
、
さ
ら

に
は
大
量
の
実
験
動
物
の
使

用
は
可
能
な
限
り
避
け
た
い

点
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
ヒ
ト
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来

の
脳
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
は
非
常

に
有
用
と
な
る
。
た
だ
し
、

主
な
病
変
部
位
と
い
え
る
大

脳
皮
質
を
シ
ャ
ー
レ
内
で
作

る
と
き
、
脳
細
胞
は
無
秩
序

に
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
機

能
を
有
す
る
層
構
造
と
、
そ

れ
を
整
然
と
構
成
す
る
個
々

の
細
胞
も
極
め
て
多
様
で
難

解
だ
。
こ
れ
ら
を
ク
リ
ア
し

生
体
に
近
い
機
能
的
大
脳
皮

質
を
再
現
す
る
こ
と
は
、
Ａ

Ｄ
患
者
脳
を
シ
ャ
ー
レ
内
で

取
り
扱
う
研
究
を
可
能
に
す

る
強
力
な
武
器
に
な
る
。

　

具
体
的
に
「
領
域
２
」
で

は
、
現
在
２
つ
の
戦
略
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
展
開
し

て
い
る
。
１
つ
は
、
生
理
学

教
室
岡
野
研
究
室
の
石
川
充

特
任
助
教
ら
に
よ
る
、
上
述

し
た
脳
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
製
品
グ
レ
ー
ド

と
な
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
由
来
の

神
経
疾
患
モ
デ
ル
の
オ
ル
ガ

ノ
イ
ド
作
出
を
目
指
す
と
と

も
に
、
そ
の
効
率
的
培
養
方

法
と
マ
テ
リ
ア
ル
の
技
術
開

士
を
中
心
と
し
た
腸
管
オ
ル

ガ
ノ
イ
ド
培
養
技
術
を
用
い

た
、
大
腸
が
ん
等
を
標
的
と

す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
人
の

腸
管
上
皮
細
胞
か
ら
３
次
元

培
養
に
よ
り
組
織
様
構
造
を

形
成
さ
せ
、
が
ん
組
織
の
モ

デ
ル
を
作
出
す
る
。
特
に
、

こ
れ
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
大

腸
が
ん
幹
細
胞
の
動
態
を
可

視
化
す
る
技
術
を
取
り
入

れ
、
創
薬
や
移
植
に
繋
が
る

マ
テ
リ
ア
ル
の
製
品
化
を
目

指
す
。

　

Ｊ
Ｓ
Ｒ
株
式
会
社
の
有
す

る
技
術
の
強
み
は
、
培
養
ま

で
の
基
盤
技
術
な
ど
周
辺
技

術
に
明
る
い
点
で
あ
る
。
こ

の
利
点
と
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

の
幹
細
胞
研
究
を
組
み
合
わ

せ
、
オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
を
作
る

バ
イ
オ
条
件
を
最
適
化
し
、

オ
ル
ガ
ノ
イ
ド
と
そ
の
培
養

マ
テ
リ
ア
ル
を
製
品
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
産
学
医
連
携
の
取
り
組
み

　

高
度
な
素
材
と
化
学
製
品
開
発
を
促
進
す
る
Ｊ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
の
化
学
研
究
者
と

慶
應
医
学
部
の
研
究
者
・
医
師
に
よ
る
産
学
共
同
研
究
拠
点
「
Ｊ
Ｓ
Ｒ
・
慶
應
義
塾

大
学
医
学
化
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｋ
ｉ
Ｃ
）」
の
４
つ
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。

領
域
２ Stem

 Cell Biology &
 Cell Based M

edicine

「
幹
細
胞
生
物
学
と
細
胞
医
療
」

岡
野 

栄
之（
62
回
）

大
学
院
医
学
研
究
科
委
員
長

生
理
学
教
室
教
授

　

３
月
24
日
、
平
成
29
年
度

白
衣
式
が
、
本
塾
北
里
講
堂

に
て
行
わ
れ
た
。
本
塾
で

は
、
２
０
０
６
年
に
日
本
初

で
あ
る
第
１
回
目
の
白
衣
式

が
行
わ
れ
、
今
年
で
13
回
目

を
迎
え
る
。

　

式
典
に
は
天
谷
雅
行
医
学

部
長
、
北
川
雄
光
病
院
長
、

　

次
に
壇
上
に
立
っ
た
秋
山

教
授
は
、
自
身
が
病
気
に
な

っ
た
時
の
経
験
談
を
患
者
の

目
線
か
ら
振
り
返
っ
た
。
当

時
の
辛
い
心
境
や
、
医
療
従

事
者
と
患
者
間
で
の
言
葉
の

と
ら
え
方
の
違
い
、
な
ど
新

た
な
視
点
か
ら
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
99

回
生
ら
に
説
い
た
。
そ
し
て

主
治
医
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
そ

の
ま
ま
の
治
療
で
は
な
く
、

秋
山
教
授
に
と
っ
て
最
善
の

治
療
を
考
え
、
命
に
寄
り
添

う
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
く

れ
た
こ
と
な
ど
を
熱
く
語
っ

た
。

　

そ
の
後
、
99
回
生
の
第
２

―
第
４
学
年
の
講
義
を
担
当

し
た
各
科
の
教
授
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
ビ
デ
オ
（
99
回
生

白
衣
式
委
員
会
制
作
）
が
放

生
に
よ
り
、
誓
い
の
言
葉
が

唱
和
さ
れ
た
。

　

誓
い
の
言
葉
は
、
有
志
に

よ
り
組
織
さ
れ
た
白
衣
式
委

員
会
を
中
心
に
、
99
回
生
全

員
が
協
力
し
て
考
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
唱
和
後
に
は

会
場
か
ら
一
層
大
き
な
拍
手

が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

最
後
に
、
門
川
俊
明
医
学

教
育
統
括
セ
ン
タ
ー
長
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
た
。「
99
回

生
が
こ
れ
か
ら
臨
床
に
出
て

行
く
こ
と
に
つ
い
て
、
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
な
ど
を
見
て
い
る
と
ま

だ
不
安
も
残
る
」
と
語
り
始

め
た
門
川
教
授
は
、「
現
場

で
積
極
的
に
学
ん
で
い
っ
て

ほ
し
い
し
、
い
ず
れ
は
慶
應

の
中
な
ど
の
居
心
地
の
い
い

場
所
だ
け
で
な
く
、
少
し
居

心
地
の
悪
い
場
所
に
出
て
行

く
こ
と
で
よ
り
成
長
で
き

る
」
と
語
り
、
99
回
生
を
激

励
し
た
。

　

こ
の
白
衣
式
を
行
う
こ
と

で
99
回
生
は
医
療
界
の
門
戸

を
叩
き
、
実
際
の
臨
床
現
場

に
出
て
医
療
お
よ
び
医
学
を

よ
り
深
く
学
ん
で
い
く
こ
と

に
な
る
。
４
月
か
ら
始
ま
る

臨
床
実
習
で
悩
み
迷
う
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
初
心
に
帰
っ

て
誓
い
の
言
葉
を
反
芻
し
、

日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
き
た

い
。

（
文
責
：
５
年　

松
井
優
子
、�

�

写
真
：
６
年　

阿
部
雄
志
）

着
て
い
る
襟
の
立
っ
た
白
衣

の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
述
べ

た
。
ま
た
、「
白
衣
は
高
い

専
門
性
や
清
潔
さ
、
誠
実
さ

の
象
徴
で
あ
る
一
方
で
、
前

を
開
け
る
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手

を
入
れ
る
と
い
っ
た
崩
し
た

着
方
を
す
る
と
威
圧
感
や
不

快
感
を
与
え
る
」
と
白
衣
の

持
つ
影
響
力
を
語
っ
た
。

　

一
人
の
患
者
さ
ん
に
対
し

て
、
様
々
な
職
種
・
診
療
科

が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行
う
チ

ー
ム
医
療
や
、
ク
ラ
ス
タ
ー

医
療
な
ど
と
い
う
視
点
か
ら

医
療
者
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
、
医

師
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
に
つ
い
て
語
っ
た
の
は

武
田
三
四
会
会
長
で
あ
る
。

な
お
、
三
四
会
か
ら
は
同
白

衣
式
の
記
念
品
と
し
て
、
印

鑑
付
き
ボ
ー
ル
ペ
ン
が
99
回

生
全
員
に
贈
呈
さ
れ
た
。

映
さ
れ
た
。
懐
か
し
い
先
生

方
か
ら
の
言
葉
に
会
場
は
和

や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

た
。

　

い
よ
い
よ
白
衣
の
授
与
と

な
る
と
、
学
生
間
に
は
緊
張

や
期
待
の
混
じ
っ
た
空
気
が

張
り
つ
め
た
。
そ
し
て
学
生

ら
は
順
番
に
名
前
を
呼
ば

れ
、
ひ
と
り
ず
つ
医
学
部
・

病
院
の
執
行
部
の
先
生
方
、

来
賓
の
先
生
方
に
白
衣
を
着

せ
ら
れ
て
い
た
。
会
場
に
は

ク
ラ
シ
コ
社
製
、
名
前
の
刺

し
ゅ
う
入
り
の
真
新
し
い
白

衣
に
包
ま
れ
た
学
生
が
ず
ら

り
と
並
び
、
拍
手
が
起
こ
っ

た
。
今
年
は
例
年
同
様
、
北

里
講
堂
に
入
り
き
ら
な
く
な

る
ほ
ど
の
父
兄
が
参
加
し
、

父
兄
ら
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
た
。
そ
の
後
、
99
回

発
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
将

来
的
課
題
と
し

て
、
血
管
網
が

入
り
込
ん
だ
オ

ル
ガ
ノ
イ
ド
の

作
成
、
さ
ら
に

は
ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ

　

ｏ
ｎ　

ａ　

ｃ
ｈ
ｉ
ｐ
技
術

と
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
る
創
薬

へ
の
応
用
が
あ

げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
領
域
２
で

は
消
化
器
内
科

の
佐
藤
俊
朗
博

こ
の
分
野
は
課
題
で
あ
る
と

と
も
に
機
会
（
チ
ャ
ン
ス
）

と
い
う
側
面
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
が
、
新
し
い
政
策
展

開
手
法
で
す
。
い
ま
ま
で
、

国
連
機
関
は
、
と
も
す
れ
ば

上
か
ら
目
線
で
の
「
指
導
」

と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

政
策
対
話
を
重
視
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
三
四
会

会
長
を
長
ら
く
務
め
ら
れ
た

武
見
太
郎
先
生
は
、「
未
来

か
ら
の
反
射
」
と
い
う
言
葉

を
使
い
、
常
に
長
期
的
視
野

で
現
在
の
課
題
を
冷
徹
に
見

つ
め
、
地
域
ぐ
る
み
の
健
康

へ
の
投
資
を
主
張
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
に
は
、
熱
い
抱
負
と
１

０
０
年
の
慶
應
医
学
の
重
み

が
あ
り
、
今
ま
で
多
く
に
先

輩
方
に
お
教
え
い
た
だ
き
な

が
ら
歩
ん
で
き
た
国
内
外
で

の
公
衆
衛
生
行
政
28
年
の
経

験
も
あ
り
ま
す
。
慶
應
医
学

の
伝
統
を
更
に
発
揚
す
べ
く

精
進
し
て
、
ア
ジ
ア
の
人
々

の
健
康
に
貢
献
す
る
決
意
で

あ
り
、
皆
様
か
ら
の
お
力
強

い
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

これから臨床実習に臨む99回生たち

医師としての自覚を培う

武
田
純
三
三
四
会
長
、
秋
山

美
紀
環
境
情
報
学
部
教
授
ら

が
列
席
し
、
臨
床
実
習
を
控

え
た
99
回
生
（
新
５
年
）
に

祝
辞
を
送
ら
れ
た
。

　

天
谷
医
学
部
長
は
、
白
衣

を
着
る
こ
と
の
意
味
や
、
毎

朝
白
衣
を
着
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
緊
張
感
な
ど
に
つ
い
て

語
り
、
慶
應
病

院
の
新
棟
で
臨

床
実
習
を
行
う

99
回
生
を
祝
福

し
た
。

　

北
川
病
院
長

は
白
衣
姿
で
列

席
し
、
自
身
が

　

平
成
30
年
４
月
２
日
に
慶

應
義
塾
大
学
入
学
式
が
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
に
て
行
わ
れ

た
。
式
典
は
午
後
３
時
よ
り

行
わ
れ
、
法
学
部
、
商
学

部
、
理
工
学
部
、
別
科
日
本

語
研
修
過
程
、
文
学
部
、
経

済
学
部
、
医
学
部
、
総
合
政

策
学
部
、
環
境
情
報
学
部
、

看
護
医
療
学
部
、
薬
学
部
が

参
加
し
た
。

　

式
典
に
お
い
て
は
、
開
式

の
の
ち
に
青
山
藤
詞
郎
常
任

理
事
に
よ
っ
て
学
事
報
告
が

行
わ
れ
、
各
学
部
の
入
学
者

数
が
発
表
さ
れ
た
。
本
年
度

の
入
学
者
数
は
６
５
２
８

名
、
医
学
部
１
１
４
名
、
看

護
医
療
学
部
１
０
６
名
、
薬

学
部
２
１
４
名
で
あ
っ
た
。

慶
應
義
塾
大
学
全
体
と
し
て

も
医
療
系
学
部
と
し
て
も
昨

年
度
の
入
学
者
数
か
ら
大
き

な
変
化
は
見
受
け
ら
れ
な
か

り
、
実
社
会
で
生
き
て
い
く

た
め
の
力
を
蓄
え
て
ほ
し
い

と
い
う
お
祝
い
の
言
葉
で
締

め
く
く
ら
れ
た
。

　

新
入
生
代
表
入
学
の
辞
と

し
て
医
学
部
の
阿
部
大
誠
さ

ん
は
、
慶
應
義
塾
に
お
い
て

伝
統
と
塾
風
を
受
け
継
ぎ
、

新
た
な
時
代
を
担
う
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
い
と
い
う

思
い
を
語
っ
た
。
加
え
て
、

慶
應
の
建
学
の
精
神
を
受
け

継
ぎ
、
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢

磨
し
て
い
き
た
い
と
い
う
大

学
生
活
へ
の
期
待
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

そ
の
後
、
卒
後
50
年
記
念

１
９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）

三
田
会
寄
付
目
録
贈
呈
・
挨

拶
と
し
て
代
表
の
佐
治
信
忠

さ
ん
か
ら
お
話
を
頂
い
た
。

佐
治
さ
ん
は
一
日
一
日
を
大

切
に
す
る
こ
と
や
、
海
外
に

目
を
向
け
る
こ
と
の
重
要
さ

を
強
調
さ
れ
た
。

　

挨
拶
の
後
に
１
９
６
８
年

三
田
会
か
ら
の
ご
支
援
の

贈
呈
が
事
務
局
長
の
金
田
康

男
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
。

　

最
後
に
塾
歌
の
斉
唱
が
行

わ
れ
、
晴
れ
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
閉
式
と
な
っ
た
。
新

入
生
６
５
２
８
名
の
入
学
を

喜
ぶ
と
と
も
に
、
今
後
の
活

躍
に
期
待
し
た
い
。

　
　

（
４
年　

大
政
遥
香
、

�

倉
堀
智
一
）

っ
た
。

　

続
い
て
、
長
谷
山
彰
塾
長

に
よ
り
式
辞
が
述
べ
ら
れ

た
。
塾
長
は
、
数
多
く
の
新

入
生
が
慶
應
義
塾
大
学
へ
入

学
し
た
こ
と
に
対
す
る
喜
び

の
言
葉
と
と
も
に
、
大
き
な

変
化
の
時
代
を
生
き
る
我
々

塾
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話

さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
目

の
前
の
本
質
を
見
抜
き
、
想

定
外
の
事
態
に
対
応
す
る
柔

軟
さ
を
身
に
付
け
る
た
め
に

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
学
ん
で

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
全
人
学
的
な
教

養
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
、

主
体
的
に
自
分
自
身
の
人
生

を
切
り
開
い
て
い
く
独
立
自

尊
の
精
神
を
持
っ
た
塾
生
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
激
励

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
新
入
生
に

送
ら
れ
た
。

　

式
辞
に
引
き
続
き
、
長
谷

山
塾
長
に
よ
っ
て
登
壇
者
の

紹
介
が
な
さ
れ
た
。

　

教
職
員
代
表
式
辞
に
お
い

て
文
学
部
の
山
本
淳
一
教
授

は
、「
自
由
」
と
い
う
言
葉

の
意
味
を
考
え
何
事
も
目
的

を
考
え
て
取
り
組
む
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

た
上
で
、
心
身
と
も
に
健
康

で
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

入学式風景


